
「これまで本社内で 20 台のセキュリティカ
メラシステムを運用していましたが、導入
から 10 年近く経過して老朽化が顕著になっ
ていました。同じメーカーでは代替製品が
なく、修理も困難とわかったので設備を一
新しようと考えたのが始まりです。」

マスプロ電工株式会社 総務部 副部長の山田
紀彦氏は、今回の Synology Surveillance 
Station 導入の経緯をこのように話す。新た
な機器の選定は、セキュリティ製品の知見
を持つ同社営業部の担当者にも相談しなが
ら取り組んだという。

「既存のシステムはアナログ方式で、カメラ
とレコーダーは同軸ケーブルで接続してい
ました。カメラの場所を変更しづらい、ケー
ブルの引き回しが大変で配管スペースのか
なりの割合を占めている、といった問題が
あったので解決できればと思ったのです。
営業部には、これを機にネットワークカメ
ラにできないかと相談しました。」と総務部 
係長の土屋修氏は振り返る。

「カメラを 34 台に増設して本社のセキュリ
ティレベルを高めること、多数のカメラと
録画データを一元管理すること、不慣れな
従業員でも容易に使えることなど、新しい
システムの要件を挙げて営業部と詰めてい
きました。」（山田氏）

新システムの検討は 2019 年春頃から始まり、
１年ほどの期間を経て 2020 年 夏頃に
Synology Surveillance Station の採用を決定し
た。2021 年 1 月に導入を完了し、実運用を開
始している。
総務部から相談を受けた営業部では、挙げら
れた要件に加えて拡張性なども考慮して選定
を進めたとのこと。営業部 営業企画グループ
係長の辻本孝広氏は、当時の状況を次のよう
に話す。

「導入時にカメラの登録台数が決まってしまう
録画装置（ネットワークビデオレコーダー）や、
カメラのメーカー / 機種に依存するシステム
では将来の拡張に対応するのは困難です。
マルチベンダー対応のシステムなら、用途に
合わせたカメラを必要なときに追加できます。
そ う し た シ ス テ ム の １ つ に Synology 
Surveillance Station があったわけです。当社
も以前お取引した商社様から大規模セキュリ
ティカメラシステムとして提案を受けたこと
があり、改めて機能など確認したところ今回
の要件を満たしているとわかりました。」

選定の候補となるシステムはいくつかあった
が、総合的なコストと使い勝手から Synology 
Surveillance Station が選ばれた。Synology 社
製品の代理店であるアスクに実機デモを依頼
し、役員へのプレゼンテーションも行った結
果、関係者全員が納得できる選定になったと
営業部 主任の村手俊介氏は話す。

「当社の役員も操作が簡単で使いやすいことを
評価しており、実際に使う総務部としても期
待どおりのシステムだと良い感触でしたね。
レコーダー部分にかかるコスト感は大きなポ

イントで、選定の一番の要因だったと思いま
す。
今回の Synology Surveillance Station 導入に
合わせて、アナログのセキュリティカメラシ
ステムとは別に導入していた 5 台のネット
ワークカメラも刷新し、環境を統一しました。」

カメラの設置場所（被写体の映り方）の再検討、
工場内など配線が複雑になりがちなエリアで
のケーブル敷設といった少々手間のかかるこ
ともあったが、プロジェクト全体としては滞
りなく進み、新システムへの移行を完了して
いる。
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1953 年に創立したマスプロ電工株式会社は、テレビ受信関連機器メーカーとしてテレビ受信アンテナやブースターなどの
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同社は 2021 年に本社で運用しているセキュリティカメラシステムを一新し、Synology Surveillance Station を中核とした環
境に入れ替えました。その経緯と選択の理由、導入後のメリットを担当者の皆様に伺いました。
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34 台のカメラが軽快に動作
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「Synology Surveillance Station になって、使
いやすく、レスポンスがとても良いと感じて
います。前に導入していたネットワークカメ
ラは起動が遅く、5 台のカメラの映像切替や
録画の確認も動作がの処理に時間がかかって
いたのですが、今は 34 台のカメラが軽快に動
いています。わかりやすい画面表示で直感的
に操作できるので、カメラのリアルタイム映
像はもちろん録画映像の確認もスムーズで
す。」

このように山田氏は新しいセキュリティカメ
ラシステムに満足していると話す。専用クラ
イアントソフトウェアで複数のカメラ映像を
滑らかに同期再生できることに加えて、多数
のカメラのストリーミング配信を処理する専

用ハードウェア「VisualStation」によって同
一ネットワーク上で安定した映像表示できる
ことは Synology Surveillance Station の強み
と言える。ライセンスの追加で必要なだけカ
メラを増設していけることも、将来的な拡張
性に寄与している。

「今回の導入ではアスク様にも機種選定から技
術サポートまで手厚く支援いただき、とても
助かりました。長期保証のメニューも用意さ
れていて、長く安心して使っていくための対
応もしっかりしていると思います。
我々からお客様へセキュリティソリューショ
ンとして Synology Surveillance Station をご
提案していくことも考えていまして、今後も
引き続きフォローいただけるとうれしいです
ね。」と 村 手 氏 は Synology Surveillance 
Station と同様にアスクの対応も高く評価し、
今後の展開にも期待していると話してくれた。

・ 6 ベイ デスクトップ フォーム ファクタ
・容量 30TB（RAID５）
・電源冗長仕様
・カメラ 34 台で 1か月録画を想定

・カメラ映像をモニタリング出力
・シーケンシャル表示
・出力映像を放送に利用
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マスプロ美術館にてSynology / SurvelianceStation を使った監視システム

DiskStation 
DS1621xs+

録画

操作・閲覧

VisualStation
VS960HD

項目

録画サーバー

カメラ追加ライセンス

映像表示端末

数量

1

32

1

型式

DS1621xs+
容量：30TB（RAID５）

カメラ追加ライセンス
1台分

映像表示端末
VS960HD

ローカル LAN

IP カメラ　34台
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